
はじめにお読みください 
 

この文章は、研究室に所属する学生が研究活動の一環として作成してくれたも

のです。研究室セミナーの時間に輪番で発表してもらい、研究に関連した事項の

基礎知識の向上をはかりました。内容・文章ともに未だ不完全なものもあります

が、2018年度に調査してくれたものを公開いたします。 

 

※学生の作成してくれたファイルをそのまま公開しております。ところどころ

誤った記述もあるため、内容については保証いたしかねます。ご注意ください。 

（2019年度以降、少しずつ改訂していく予定です。） 

 

2018 年 3月 名古屋工業大学 川崎・石井研究室 

http://kawasaki.web.nitech.ac.jp/jp/tips/index.shtml 
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【リチウムイオン電池】 

リチウムイオン電池正極の界面には SEIのような皮膜が存在する？ 

作成日： 2018年 6月 5日 

担当者： 林 遼治 

 充放電時、リチウムイオン電池の電極表面で形成される SEI(Solid Electrolyte Interphase)とは有機電解液

の分解によって生じる層である。 

リチウムイオン電池の負極の表面に生成する場合、負極と電解液間での不動態膜として以後の電解液

の分解を防ぐ。さらに、SEIはリチウムイオン導伝性を持つことから、金属リチウム負極においてはリチ

ウムの溶解・析出を軽減し、グラファイト負極においてはリチウムイオンの挿入・脱離が継続可能とな

る。負極上の SEIは１V(vs. Li+ / Li)以下の電位で生成することが、SEMやあ各種分光法から明らかにな

っている。この SEIの組成は負極や電解液の種類によって異なる。代表的かつ共通の組成は(CH2OCO2Li)2 

や Li2CO3、LiF、Li2O が知られている。 

 一方、正極表面にも SEIのような何らかの層が充放電時に生成することが提案されている。実際、正極

に LiCoO2を用いたセルを TEM 観察、インピーダンス測定したところ、3nm の層が存在することが分か

っている。以下にこれまで解明された正極表面の堆積物を示す。 
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